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迫力ある獅子舞を披露する勝瑞獅子保存会の皆さん
（１１月２日、みどりの広場で開催されたあいラブフェスティバル）
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今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２０年１０月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満５，３９２人（－７）

６５歳以上５，１１３人（＋３２）

平均年齢４０．３５歳

人 口 ３３，０５２人（＋１０）

男 １５，９１６人（＋２４）

女 １７，１３６人（－１４）

世帯数 １１，９２９戸（＋２）

平成２０年１１月１５日 発行
編集・発行

〒７７１‐１２９２
徳島県藍住町企画調整課
Tel.０８８‐６３７‐３１２４（毎月１５日発行）
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個個
人人
住住
民民
税税
のの

特特

別別

徴徴

収収

徳
島
県
で
は
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

制
度
の
普
及
・
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
は
、
給
与
か
ら
住
民
税
を
天
引
き

し
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
方
法
で
あ
り
、
地

方
税
法
で
原
則
的
方
法
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
特
別
徴
収
に
よ
り
、
従
業
員
の
方
に

つ
い
て
は
�
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
か
け
る

手
間
が
省
け
る
�
普
通
徴
収
よ
り
も
回
数
が

多
い
た
め
、
１
回
当
た
り
の
負
担
が
少
な
く

て
す
む
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
特
別
徴
収
に
移
行
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
のののののののののののののの
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

【
固
定
資
産
税
（
３
期
）
の
納
期
限
は
１１

月
２５
日
で
す
】

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
４
期
）
の

納
期
限
は
１２
月
１
日
で
す
】

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

日日
赤赤
社社
費費
へへ
のの
ごご
協協
力力

ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。

５
月
か
ら
平
成
２０
年
度
日
赤
社
費
募
集
を

行
い
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
２
、
７
７
０
、
１
９
０
円
を
こ
の
ほ
ど
日

本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
へ
全
額
納
入
し
ま

し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

各
地
域
の
お
世
話
人
の
方
々
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

病
気
や
け
が
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
、

医
療
費
を
一
定
額
以
上
負
担
し
た
と
き
、
基

準
額
を
超
え
た
分
が
申
請
に
よ
り
払
い
戻
し

さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
手
続
き
に

は
印
鑑
と
領
収
書
、
世
帯
主
の
方
の
通
帳
口

座
番
号
が
必
要
で
す
。

問
保
健
衛
生
課（
�
６
３
７
・
３
１
１
５
）

忘忘
れれ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
？？
国国
保保
のの
高高
額額
療療
養養
費費
申申
請請
手手
続続
きき

自自己己負負担担限限度度額額をを超超ええたた場場合合
７０歳未満の人の自己負担限度額

�…基礎控除後の総所得金額等が６００万円を超える世帯の人

７０～７４歳の人の自己負担限度額（後期高齢者医療被保険者は除きます）

�…同一世帯に課税所得が年１４５万円以上の国保被保険者またはその世帯に属する他の国保被保険者がい
る場合が対象

�…国保加入者全員と世帯主が住民税非課税の世帯の人
�…国保加入者全員と世帯主が住民税非課税で各種収入等から必要経費・控除額を差し引いた所得が
０円となる世帯の人

一定の医療費を超えた場合の自己負
担限度額

医療費が５００，０００円を超えた場合は、
超えた分の１％を１５０，０００円に加算

医療費が２６７，０００円を超えた場合は、
超えた分の１％を８０，１００円に加算

３５，４００円

通常の自己
負担限度額

１５０，０００円

８０，１００円

３５，４００円

区 分

上 位 所 得 者 �

一 般

住民税非課税世帯

自 己 負 担 限 度 額
外来＋入院（世帯単位）

８０，１００円＋医療費が２６７，０００円を超え
た場合は、その超えた分の１％

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

外来（個人単位）

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

８，０００円

負担割合

３割

１割

１割

１割

区 分

現役並み所得者�

一 般

Ⅱ�

Ⅰ�
低所得者

広報あいずみ■ №７７３ ２
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本
町
は
、
生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
な
ど

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
第
１
期
事
業
認
可
区
域
の
約

７
割
の
下
水
道
工
事
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
奥
野
地
区
の
整
備
済
み
区

域
で
、
一
部
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
供
用
開
始
予
定
の
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
、
ま
た
、
土
地
建
物
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
地
元
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
し
ま
す
。

説
明
会
で
は
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
▽
各
家
庭
の
排
水

設
備
工
事
▽
下
水
道
使
用
料
▽
下
水
道
普
及

促
進
対
策
助
成
金
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見

に
も
お
答
え
し
ま
す
。

下下
水水
道道
事事
業業
地地
元元
説説
明明
会会
をを
開開
催催
しし
まま
すす

第
１
回

１２
月
３
日
（
水
）

奥
野
老
人
憩
の
家

第
２
回

１２
月
５
日
（
金
）

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
Ｆ
）

説
明
会
は
、
午
後
７
時
３０
分
か
ら
開

会
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
３
）

下下
水水
道道
事事
業業
地地
元元
説説
明明
会会

開開
催催
日日
程程

町
内
幼
稚
園
へ
の
入
園
の
受
付
を
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
該
当
幼
稚
園
へ

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
に
必
要
な
入
園
願
書
等
は
、

各
幼
稚
園
、
各
保
育
所
、
各
児
童
館
お
よ
び

町
教
育
委
員
会
に
備
え
て
い
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
日

１２
月
１
日
（
月
）
〜
１２
月
１２
日
（
金
）

○
該

当

児

平
成
１６
年
４
月
２
日
〜

平
成
１７
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
通
園
区
域

各
小
学
校
区
と
同
じ
で
す
。

○
申
込
方
法

入
園
願
書
に
記
入
捺
印
の
う

え
、
該
当
す
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
入
園
願
書
は
、
藍
住
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
入
園
願
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
該
当
幼

稚
園
で
面
接
を
し
ま
す
。

面
接
日
時

平
成
２１
年
１
月
１３
日
（
火
）
〜
１５
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

平平
成成
２２１１
年年
度度
幼幼
稚稚
園園
入入
園園
案案
内内

次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

平
成
２１
年
１
月
１１
日
（
日
）

午
前
１１
時
（
午
前
１０
時
受
付
）

場
所

町
民
会
館

※
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍

住
町
で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

成成
人人
式式
のの
ごご
案案
内内

幼幼稚稚園園
楽楽ししいいなな！！

電話番号

６９２・３８４１

６９２・３８４３

６９２・７８５５

６４１・２２１０

所 在 地

藍住町住吉字乾１

藍住町奥野字猪熊８９－１

藍住町富吉字地神７９

藍住町勝瑞字成長６５

幼 稚 園 名

藍住北幼稚園

藍住南幼稚園

藍住西幼稚園

藍住東幼稚園

３ №７７３■ 広報あいずみ
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多
段
階
免
除
が
承
認
さ
れ
た
方
へ

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
実 施 期 限 １２月３１日（医療機関の休診日にご注意ください）
対 象 者 接種当日で６５歳以上

＊藍住町に住民登録のある方
＊６０歳以上６５歳未満であっても、心臓・じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の
日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方およびヒト免疫不全ウイ
ルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

接 種 回 数 １回
接 種 料 金 １，５００円程度（直接医療機関の窓口でお支払いください。）

＊対象者で生活保護を受給している方は無料 ＊手数料３，５００円程度の内、町が２，０００円負担
持参する物 ①健康手帳を持参するとインフルエンザ予防接種済の証明が記録されます。

②健康保険証、運転免許証等、住所が確認できる物
接種医療機関

◎必ず、電話予約をしてから受診してください。予防接種は体調の良い時に受けてください。問 保健センター（�６９２・８６５８）

国
民
年
金
保
険
料
の
年
末
調
整
や
確

定
申
告
は
、
「
領
収
書
」
・
「
証
明

書
」
の
添
付
が
必
要
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
等
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合

も
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

控
除
証
明
書
（
証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。）ま
た
は

領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証

明
書
ま
た
は
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て
、
国
民
年

金
保
険
料
を
平
成
２０
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
方
は
、
１１
月

上
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２０

年
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に
納

付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
２１
年
２
月
上
旬
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

※
控
除
証
明
書
の
再
発
行
・
お
問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
�
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
）

一
部
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
が
承
認
さ

れ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
区
分
に
応
じ

て
、
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
を
免
除
し
、

残
り
の
一
部
分
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

一
部
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

そ
の
期
間
は
「
未
納
期
間
」
と
な
る
た
め
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま

た
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

生
じ
た
場
合
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
５
５
・
０
２
０
０
）

電話番号
６９２・４７７１
６４１・２２８８
６９２・０３３３
６９２・５７５８
６９２・２３１７
６９２・５１５１
６９３・３０２０
６４１・３１１１
６４１・４１４１
６９２・４４１１
６９２・８１１８

医 療 機 関 名
内科クリニック・オクムラ
中川整形外科
中山産婦人科
秦産婦人科・内科
浜病院
板東整形外科
増田クリニック
水井医院
森本医院
矢野医院
山田眼科藍住

電話番号
６９２・６１１１
６９２・５７５７
６９２・１２２０
６９２・２４０３
６９２・９７７０
６３７・３２１１
６９３・１１８８
６９２・８７１１
６９２・８９００
６９２・１０２１
６９２・６８８６
６９２・７２２８

医 療 機 関 名
安芸内科
稲次整形外科病院
大久保内科
奥村医院
香川内科
こやま小児科内科
近藤外科内科
西條耳鼻咽喉科
清水内科
杉みね整形クリニック
鶴岡内科胃腸科
富本小児科内科

広報あいずみ■ №７７３ ４
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
旧
耐
震
構
造
の

木
造
住
宅
が
多
数
倒
壊
し
、
多
く
の
尊
い
人

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
で
は
減
災
の
第

一
歩
と
し
て
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
大
切
な
家
族
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。
藍

住
町
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
事
業
は
皆
さ
ん

の
命
を
守
る
事
業
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
事
業
の
申
込
み
期

間
は
、
１２
月
２６
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

木木
造造
住住
宅宅
のの
耐耐
震震
診診
断断
をを
受受
けけ
てて
耐耐
震震
改改
修修
をを
しし
まま
せせ
んん
かか

家
庭
や
会
社
な
ど
で
不
要
に
な
っ
た
古
新

聞
を
回
収
し
て
そ
の
収
益
で
小
学
校
の
図
書

購
入
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

１２
月
７
日
（
日
）

小
雨
決
行

午
前
８
時
〜
１０
時

回
収
場
所

町
内
各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
受
け
取
り
ま
す
。

お
車
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

回
収
品
目

新
聞
（
チ
ラ
シ
）
・
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル

主

催

藍
住
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

協

力

藍
住
町
・
徳
島
新
聞
販
売
所

問
生
活
環
境
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

第第
２２
回回
資資
源源
ごご
みみ
リリ
ササ
イイ
クク
ルル
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

宅
地
な
ど
か
ら
木
の
枝
が
道
路
に
張
り
出

し
て
い
る
と
、
標
識
が
見
え
な
い
な
ど
、
交

通
の
妨
げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
持
ち

主
の
方
は
、
適
切
に
切
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

危危
なな
いい
��
道道
路路
上上
のの
木木
のの
枝枝

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ニ
ワ

ト
リ
に
と
っ
て
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
家
畜

伝
染
病
で
す
。

こ
の
病
気
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
愛

玩
鳥
・
家
き
ん
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
放

し
飼
い
を
せ
ず
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
野

鳥
の
進
入
防
止
対
策
や
「
ゼ
ロ
の
つ
く
日
は

一
斉
消
毒
日
」
を
合
い
言
葉
に
、
鳥
小
屋
の

消
毒
を
毎
月
３
回
（
１０
日
・
２０
日
・
３０
日
）

以
上
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
時
に

は
、
情
報
提
供
、
野
鳥
と
の
接
触
防
止
等
の

防
疫
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛
玩
鳥
等
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

手
数
で
す
が
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

飼
育
し
て
い
る
鳥
の
種
類
、
羽
数
を
役
場
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

愛
玩
鳥
・
家
き
ん
と
は
、

烏
骨
鶏
、ニ
ワ
ト
リ
、ア
ヒ
ル
、ウ
ズ
ラ
、

カ
モ
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、キ
ジ
、ダ
チ
ョ
ウ

等問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

愛愛
玩玩
鳥鳥
・・
家家
きき
んん

飼飼
育育
状状
況況
調調
査査
にに
ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

・
測
量
区
域

下
図
参
照

・
測
量
期
間

平
成
２１
年
１
月
ま
で（
予
定
）

こ
の
度
、
国
営
吉
野
川
下
流
域
農
地
防
災
事
業
南
部
幹
線
水

路
の
設
計
の
た
め
、
乙
瀬
地
区
の
測
量
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
ず
、
農

作
業
や
農
作
物
に
も
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
中
国
四
国
農
政
局
四
国
東
部
農
地
防
災
事
務
所

（
�
６
７
２
・
５
２
５
２
）

建
設
産
業
課

（
�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

国国
営営
吉吉
野野
川川
下下
流流
域域
農農
地地
防防
災災
事事
業業
のの

測測
量量
のの
おお
知知
らら
せせ

５ №７７３■ 広報あいずみ
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＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§
＊
§

各各各各各各各各各各各各各各各各各各

種種種種種種種種種種種種種種種種種種

功功功功功功功功功功功功功功功功功功

労労労労労労労労労労労労労労労労労労

者者者者者者者者者者者者者者者者者者

表表表表表表表表表表表表表表表表表表

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

○
永
年
、
学
校
医
と
し
て
児
童
生

徒
の
健
康
管
理
に
尽
力
さ
れ
た

方森

本

祥

子

（
勝
瑞
）

山

田

修

三

（
奥
野
）

渡

部

泰

守

（
矢
上
）

○
社
会
・
公
共
の
福
祉
増
進
に
熱

意
が
あ
り
、
進
ん
で
公
益
の
た

め
私
財
を
寄
付
さ
れ
た
方

生

越

正

道

（
矢
上
）

近

藤

キ
ヌ
子

（
徳
命
）

○
永
年
、
町
議
会
議
員
と
し
て
町

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方

奥

村

晴

明

（
徳
命
）

喜

田

敏

夫

（
奥
野
）

木

内

敏

文

（
富
吉
）

佐

野

慶

一
（
東
中
富
）

○
永
年
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

委
員
と
し
て
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

北

島

孝

（
住
吉
）

○
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
挙
げ
ら
れ
た
方

上

西

康

弘

（
勝
瑞
）

福

島

由

登

（
勝
瑞
）

松

友

美
佐
紀

（
藍
住
町
出
身
）

１１
月
３
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
町
の
各
種

功
労
者
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
１３
人
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
紹
介
し
、
晴
れ
の
受

賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

〈
前
列
左
か
ら
〉
佐
野
慶
一
さ
ん
、
奥
村
晴
明
さ
ん
、
石
川
町
長
、

森
本
祥
子
さ
ん
、
山
田
修
三
さ
ん

〈
後
列
左
か
ら
〉
福
島
由
登（
代
理
）さ
ん
、
生
越
正
道
さ
ん
、
上

西
康
弘
さ
ん
、
木
内
敏
文
さ
ん
、
北
島
孝
さ
ん

「「
女女
性性
のの
人人
権権
ホホ
ッッ
トト
ララ
イイ
ンン
」」

皆
さ
ん
、
女
性
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
ご
存

じ
で
す
か
。
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の
人
権
問
題
に

関
す
る
専
用
電
話
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
徳
島
地
方

法
務
局
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
な
お
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
通
常
は
平
日
午
前
８
時
３０
分
か
ら

午
後
５
時
１５
分
ま
で
相
談
を
受
け
て
お
り
、

土
・
日
・
祝
日
は
留
守
番
電
話
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
住
民
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
２
）

人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
が
幸
福
で
平
和
な

生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
権
利
で
す
。
他
人
を
思
い
や
り
、
お
互
い

を
認
め
合
う
心
が
、
他
人
だ
け
で
な
く
自
分

の
権
利
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
も
が
住
み
よ
い
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

作
品
展
示

期
間

１２
月
４
日
（
木
）
〜
１０
日
（
水
）

場
所

町
民
ホ
ー
ル
（
役
場
１
階
）

講
演
会
・
意
見
発
表
会

日
時

１２
月
５
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

場
所

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

意
見
発
表

南
小
学
校
児
童
・
藍
住
中
学
校
生
徒

講
演
会

講
師

金

香
百
合
さ
ん

講
演

誰
も
が
幸
せ
・
元
気
に
生
き
る
人

権
文
化
を
つ
く
ろ
う
！

〜
人
間
力
・
社
会
力
・
対
話
力
を
み
が
い
て
〜

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

１１２２
月月
４４
日日
〜〜
１１００
日日
はは
人人
権権
週週
間間
でで
すす

「「
女女
性性
のの
ホホ
ッッ
トト
ララ
イイ
ンン
」」のの

全全
国国
一一
斉斉
強強
化化
週週
間間

１１
月
１７
日
（
月
）
〜
２３
日
（
日
）

電
話
相
談
受
付

（
�
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

平
日

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
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������������������������������
������������������������������
������������������������������現現代代のの『『蟹蟹工工船船』』
今年に入り，若者のあいだで再脚光を浴び，漫画化されたり朗読CDが発売され

ている小説があります。

北オホーツクの海に違法進入して蟹を捕り，加工して缶詰めにするために仕立て

られた蟹工船に，季節労働者として雇われた百姓，抗夫，漁師，土木作業員，貧し

い学生や少年たちが，雇い主である会社の利潤と国策のために，非人間的な労働を

強いられ搾取される様子を描いた，昭和初期のプロレタリア文学の代表作である小

林多喜二の「蟹工船」です。

なぜ，この作品が現代の若者に受け入れられ，脚光を浴びているのでしょうか。

１０年ほど前に政府が改定した労働者派遣法の規制緩和に伴い，企業側は，利益を

最優先した会社に都合のよい雇用形態を導入しました。結果として，若い世代の２

人に１人は，派遣，請け負い，契約社員といった非正規雇用の労働者となりました。

総務省の労働調査によると，彼らの多くが，１５０万未満の年収で，ワーキングプア

（働く貧困層）と呼ばれる存在になっています。

賃金だけでなく，労働力が不要になれば切り捨てられ，いつでも代わりのきく労

働者としてしか見られず，１人の人格として扱われない状況に，ストレスや不安を

感じている人も多くいます。不安定で将来に夢を持てない若者たちが，自分たちの

過酷な労働環境と，「蟹工船」で非人間的な扱いを受けている漁夫とを重ね合わせ，

共感した結果ではないでしょうか。

このような状況の中，国は少子化対策に力を入れていますが，経済的な不安を抱

える若者は，「結婚したくてもできないし，子どもなんて考えられない」と話して

いました。ここにも少子化の原因があることに，国は目を向けているようには思え

ません。企業側も，目先の利益ばかりを重視した雇用を続ければ，若者の会社や仕

事に対する愛着心や意欲の低下，長い時間をかけなければ習得できない技術や技能

を持った人材の不足などの弊害が出てくることに気づいていないのでしょうか。

一度，ワーキングプアに陥れば，中高年になっても抜け出せない傾向があり，近

い将来，若者だけでなく，税収，消費支出，年金受給額の減少など国全体の経済力

の低下にもつながりかねないというデータもあります。この状況は，国の労働政策

がつくりだした新たな人権侵害だといっても過言ではないと私は思っています。

さて，「蟹工船」のラストシーンに，個人では何もできなかった漁夫たちが，集

団でストライキのような行動をとり，団結することの強さに目覚める場面が描かれ

ています。現代の若者たちも，国に頼ったり企業側に甘んじるだけでなく，自分た

ちの力で現状を変えようと仲間が集まり，労働組合を結成する流れが生まれている

という報道を目にしました。

私たちも，連帯して自らの力で闘う若者たちにエールを送り，国の労働対策に関

心を持ち続けたいものです。

藍住町人権教育推進協議会運営部会 長江 規子

人権標語

藍住東小学校児童作品

人
権
の

花
で
あ
ふ
れ
る

藍
住
町

６
年

中
山

京
香

あ
い
さ
つ
で

笑
顔
の
花
咲
く

ぼ
く
の
町

６
年

森
山

大
樹

友
だ
ち
に

勇
気
を
も
ら
っ
た

あ
の
笑
顔

６
年

神
田

泰
知

人
権
の

花
を
咲
か
す
は

人
の
優
し
さ

６
年

山
口

美
史

友
だ
ち
の

一
人
一
人
が

宝
物

６
年

渡
部

七
海

７ №７７３■ 広報あいずみ



募募

集集

富富
吉吉
ふふ
れれ
ああ
いい
農農
園園

（（
町町
民民
農農
園園
））のの
利利
用用
者者
をを
募募
集集

場

所

富
吉
字
地
神
４８
番
地
４

募
集
区
画

３１
区
画

面

積

３０
㎡
／
区
画

利

用

料

６
、
０
０
０
円
／
年
額

利
用
条
件

農
園
の
管
理
が
十
分
に
で
き
、

農
地
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
町
税
等
の
滞
納

の
な
い
世
帯

利
用
期
間

平
成
２１
年
４
月
〜
平
成
２２
年
３

月
ま
で

（
利
用
期
間
の
延
長
は
最
大
２
回

ま
で
）

申
込
方
法

建
設
産
業
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

１１
月
１７
日
（
月
）
〜
２１
日
（
金
）

選
考
方
法

申
込
者
が
募
集
区
画
を
超
え
る

場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

ババ
ララ
園園
ババ
ララ
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

バ
ラ
園
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
の
活
動
に
よ
り
、

春
・
秋
に
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
の
花
を
咲

か
せ
、
バ
ラ
祭
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
ま
た
藍
住
町

の
観
光
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
バ
ラ
園
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
、
訪
れ
た
方
に
絶
賛
さ
れ
る

よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
の

大
好
き
な
方
、
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
と
思

わ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
個
人
・
団
体
等
を
問

わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
バ
ラ
園

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
０
）

県県
スス
ポポ
ーー
ツツ
夢夢
タタ
ウウ
ンン
づづ
くく
りり
支支
援援
事事
業業

みみ
んん
なな
でで
歩歩
ここ
うう
会会

「
町
指
定
天
然
記
念
物
の
大
ク
ス
を
見
に

行
こ
う
！
」

※
約
６
・
５
㎞
の
コ
ー
ス

日

時

１１
月
１６
日
（
日
）

午
前
９
時
４５
分
〜
正
午
（
午
前
１０
時
出
発
）

集
合
場
所

緑
の
広
場
・
管
理
棟
前

参

加

費

３
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
９
時
４５
分
か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
ま

す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

健健
康康
づづ
くく
りり
講講
習習
会会

保
健
栄
養
推
進
員
に
よ
る
講
習
会
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
東
部
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
】

日

時

１１
月
２５
日
（
火
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場

所

東
部
老
人
憩
の
家

内

容

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
健
康

料
理
の
試
食

定

員

２５
人
（
申
込
順
）

申
請
期
間

１１
月
１７
日
（
月
）
〜
２０
日
（
木
）

担

当

東
部
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

家家
族族
料料
理理
教教
室室

日

時

１１
月
２９
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対

象

小
学
生
・
中
学
生
と
保
護
者

内

容

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
つ
い

て
、
調
理
実
習

定

員

１５
組
（
申
込
順
）

費

用

無
料

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

申
込
期
間

１１
月
１７
日（
月
）〜
２１
日（
金
）

主

催

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
栄
養
部

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

第第
３３７７
回回
各各
種種
団団
体体
・・

職職
場場
対対
抗抗
ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

日
時

１１
月
２３
日（
日
）午
前
８
時
３０
分
か
ら

場
所

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

◎
町
内
同
一
団
体
・
職
場
（
町
内
事
業
所
に

勤
務
す
る
者
）
で
編
成
さ
れ
た
男
性
チ
ー
ム

・
女
性
チ
ー
ム
で
あ
っ
て
選
手
１５
人
（
監
督

１
人
含
む
）
の
編
成
と
し
、
背
番
号
を
付
け

る
こ
と

◎
学
生
は
除
く

◎
幼
稚
園
・
保
育
所
は
連
合
チ
ー
ム
可

申
込
期
限

１１
月
１７
日
（
月
）

申
・
問
教
育
委
員
会
内
体
育
協
会
事
務
局

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

相相

談談

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板
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・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」（
�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高高
齢齢
者者
のの
相相
談談
窓窓
口口

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

「「
法法
務務
局局
くく
らら
しし
のの
相相
談談
所所
」」のの

開開
設設
（（
相相
談談
無無
料料
））

日

時

１１
月
３０
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場

所

株
式
会
社
そ
ご
う
徳
島
店
７
階

ロ
イ
ヤ
ル
ル
ー
ム

相
談
内
容

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・

人
権
・
公
証
事
務
（
遺
言
証
書

作
成
等
）
に
関
す
る
相
談
全
般

担

当

者

法
務
局
職
員
、
公
証
人

問
徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

（
�
６
２
２
・
４
３
１
８
）

労労
使使
間間
トト
ララ
ブブ
ルル

「「
労労
働働
相相
談談
会会
」」（（
相相
談談
無無
料料
））

日

時

１１
月
２７
日（
木
）、１２
月
２５
日（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

予

約

相
談
は
予
約
制
で
す
。
（
前
日
ま

で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。）

場

所

徳
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

相
談
員

弁
護
士
、
徳
島
県
労
働
委
員
会
委

員
な
ど

内

容

解
雇
・
配
転
・
賃
金
不
払
い
な
ど

労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

申
・
問
徳
島
県
労
働
委
員
会

（
�
６
２
１
・
３
２
３
４
）

催催
しし
物物
・・
そそ
のの
他他

第第
１１２２
回回

どど
んん
ぐぐ
りり
まま
つつ
りり

－

ど
ん
ぐ
り
パ
ン
を
焼
こ
う－

日

時

１１
月
２２
日（
土
）午
前
１０
時
〜
正
午

（
受
付
９
時
３０
分
か
ら
）

場

所

み
ど
り
の
広
場（
雨
で
も
す
る
よ
）

内

容

・
ど
ん
ぐ
り
パ
ン
を
焼
こ
う

・
み
ど
り
の
広
場
で
ど
ん
ぐ
り
探

検
隊

参
加
費

１
０
０
円
（
３
歳
以
上
）

＊
保
険
料
で
す
。

定

員

先
着
１
０
０
人

主

催

藍
住
子
育
て
環
境
づ
く
り

「
あ
い
っ
こ
」

＊
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
教
育
委
員
会
内
「
あ
い
っ
こ
」
事

務
局

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

藍藍
染染
めめ
セセ
ミミ
ナナ
ーー

阿
波
藍
染
め
の
伝
統
と
こ
れ
か
ら

「
天
然
藍
灰
汁
発
酵
建
の
魅
力
」

入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
を
引
き
続
き
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
〜
入
場
無
料
〜

日
時

１１
月
２４
日
（
月
・
祝
）

①
午
前
９
時
〜
正
午

講
師

原
田
史
郎
氏

②
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

講
師

矢
野
藍
秀
氏

場
所

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
容

プ
ロ
の
染
め
作
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ－

メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

Ｅ－

メ
ー
ル

kyouiku@
tow
n.aizum

i.

tokushim
a.jp

県県
中中
小小
企企
業業
向向
けけ

融融
資資
制制
度度
のの
ごご
紹紹
介介

〜
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に
つ
い
て
金

融
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
！
〜

１
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
緊
急
対
策
資
金

対
象

次
に
該
当
す
る
中
小
企
業
者
の
方

�
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
の
影
響
ま
た
は

揮
発
油
税
等
の
暫
定
税
率
期
限
切
れ
お
よ
び

復
活
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、
最
近
３
ヶ
月
の

売
上
高
に
対
す
る
「
売
上
原
価
」
ま
た
は
「
販

売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
」
の
割
合
が
前
年

同
期
に
比
べ
増
加
す
る
等
、
収
益
が
圧
迫
さ

れ
て
い
る

�
具
体
的
な
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
長
期
的
な
業
況
回
復
が
見
込
ま
れ
る

�
財
団
法
人
と
く
し
ま
産
業
振
興
機
構
が
実

施
す
る
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
対
応
専
門

家
派
遣
事
業
に
よ
る
専
門
家
の
指
導
を
受
け

て
経
営
革
新
計
画
を
策
定
し
、
知
事
の
承
認

を
受
け
た
方

２

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

対
象

国
が
指
定
す
る
業
種
（
運
送
業
、
建

築
工
事
業
な
ど
）
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業

者
で
あ
っ
て
、
次
に
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い

て
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
た
方

�
最
近
３
か
月
の
平
均
売
上
高
等
が
前
年
度

比
３
％
以
上
減
少
し
て
い
る

�
製
品
等
原
価
の
う
ち
２０
％
以
上
を
占
め
る

原
油
ま
た
は
石
油
製
品
の
仕
入
れ
価
格
が
上

昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
品
等
価

格
に
転
嫁
で
き
て
い
な
い

３

短
期
事
業
資
金

対
象

原
則
と
し
て
６
か
月
以
上
継
続
し
て

同
一
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
ま
た
は
組
合

申
し
込
み
先

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
徳
島

信
用
保
証
協
会

問
県
商
工
労
働
部
地
域
経
済
課

（
�
６
２
１
・
２
３
１
８
）

９ №７７３■ 広報あいずみ
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裁
判
員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ムinTO

KUSHIM
A

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
ああああああああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

町
文
化
協
会
の
団
体
会
員
、
個
人
会
員

が
日
ご
ろ
の
活
動
状
況
や
成
果
を
文
化
祭

で
発
表
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】
１２
月
１３
日
（
土
）
〜
１４
日
（
日
）

【
日
程
】

１２
月
１３
日
（
土
）

午
前
１０
時

開
会
行
事

午
前
１０
時
３０
分

講
演
会

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授

仙
波

光
明
氏

１２
月
１４
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

舞
台
発
表

１２
月
１３
日
（
土
）
〜
１４
日
（
日
）

作
品
展
示

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
役
場
４
階
）

＊
入
場
は
無
料
で
す
。

主
催

町
文
化
協
会

問
教
育
委
員
会（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

ホームゲームご案内

１１月２２日（土）１４：００～ vsサガン鳥栖

試合会場

ポカリスエットスタジアム

○《夢街道歴史散歩》

～ふるさとの寺社をたずねて～
日 時 １２月１３日（土） 午後１時受付（みどりの広場管理棟前）

午後１時３０分 出発 午後４時 帰着解散
みどりの広場・正法寺・福成寺・住吉神社・みどりの広場
（歩行距離 約６．５㎞）

参加費 １００円（傷害保険料）＊当日受付で集めます。
対象者 小学生（保護者同伴）以上
定 員 ５０人（先着順）＊参加者にはクイズと賞品があります。

また雨天の場合は中止します。

地地域域のの子子どどももはは、、

地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です

藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生児童委員協議会

板野西部青少年補導センター

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

１１
月
２６
日
（
水
）、１２
月
１０
日
（
水
）

午
前
１０
時
３０
分
か
ら

★
井
隈
読
書
会

１２
月
４
日
（
木
）

午
前
１０
時
か
ら

＜

１２
月
の
課
題
図
書＞

「
ひ
と
に
ぎ
り
の
未
来
」

星

新
一

★
図
書
館
開
館
２０
周
年
を
記
念
し
て
、
藍

住
町
の
ち
ぎ
り
絵
教
室
の
皆
さ
ん
の
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
展

１２
月
４
日
（
木
）
〜
１９
日
（
金
）

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室

新
春
を
迎
え
て
の
作
品

講
師

益
井

昭
子
氏

日

時

１２
月
６
日
（
土
）

午
前
１０
時
か
ら

場

所

図
書
館
２
階

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

◎◎
休休
館館
日日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
・
・
・
１１
月
２０
日
（
木
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

○
東
小
学
校
児
童
作
品
展

開
催
期
間

１１
月
３０
日
（
日
）
ま
で

絵
工
芸
・
美
術
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ

い
。

○
色
彩
の
菊
花
展
（
松
本
寿
・
武
田
長

幸
）

開
催
期
間

１１
月
２０
日
（
木
）
ま
で

○
民
謡
と
三
味
線
合
奏
発
表
会

日
時

１１
月
２３
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

問
藍
の
館（

�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

体体体体体体
験験験験験験
しししししし
よよよよよよ
うううううう
！！！！！！
模模模模模模
擬擬擬擬擬擬
評評評評評評
議議議議議議
ああああああ
なななななな
たたたたたた
もももももも
裁裁裁裁裁裁
判判判判判判
員員員員員員

日
時

１２
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所

徳
島
ホ
ー
ル

内
容

模
擬
裁
判
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
、
裁
判
官
と

模
擬
評
議
等

申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

申
・
問
〒
７
７
０－

８
５
２
８

徳
島
市

徳
島
町
１－

５

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課

庶
務
係
（
�
６
５
２
・
３
１
４
１
）

平
成
２１
年
５
月
２１
日
か
ら
、
裁
判
員
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

広報あいずみ■ №７７３１０
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

あいずみ俳壇
地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

山田 民恵選

鯵
釣
っ
て

運
ぶ
古
里

老
母
居
て

平
野

栄
子

新
涼
や

緑
の
カ
ー
テ
ン

は
ず
さ
れ
て

生
島

文
代

子
を
産
み
に

帰
る
故
郷

竹
の
春

�
�

富
子

も
み

む
し
ろ

籾
種
や

天
地
返
し
の

ひ
と
筵

佐
野

知
恵

母
の
倍

命
も
ら
い
て

障
子
貼
る

湯
浅
佐
代
子

四
方
に
張
る

ま
ぶ
し
き
テ
ー
プ

稲
の
花

安
芸

澄
衣

月
今
宵

初
歯
一
本

た
し
か
め
て

久
次
米
民
子

天
高
し

坊
ち
ゃ
ん
電
車

待
っ
て
い
る

�
岡
ア
イ
子

図
書
館
の

午
後
の
眠
た
き

赤
ト
ン
ボ

吉
田

善
子

ひ
と
と
き
の

バ
ス
搖
り
籠
に

夜
学
の
子

伊
藤
た
つ
お

加
章

旅
に
来
て

つ
る
べ
落
と
し
の

夕
陽
み
る

山
田

民
恵

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）
を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）保健センター（�６９２・８６５８）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

吉田 カズ子 ８６歳 住吉字江端

今村 トク １０３歳 徳命字名田

橋本 アイコ ７９歳 矢上字安任

市川 ツル子 ８１歳 勝瑞字成長

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

中井 萌瑞 （も ね） 女 和 宏 ・ 睦 美 矢上字安任

村岡 希美 （のぞみ） 女 文 英 ・ 佳 子 住吉字藤ノ木

�部 京介 （きょうすけ） 男 佳 孝 ・ 良 美 勝瑞字成長

森 光希 （みつき） 男 大 典 ・ 沙奈絵 富吉字富吉

溝口 祐汰 （ゆうた） 男 晃 平 ・ 明 美 矢上字安任

佐伯 駿 （しゅん） 男 公 昭 ・ 孝 枝 住吉字若宮

須藤 帆南 （はんな） 女 勝 幸 ・ 奈 美 笠木字中野

山添 浩志 （こうし） 男 浩 二 ・ 純 子 徳命字前須西

富永 瑛太 （えいた） 男 直 ・ 良 美 富吉字豊吉

近藤 匠真 （しょうま） 男 弘 典 ・ ゆり子 乙瀬字中田

清井 理叶 （り と） 男 裕 喜 ・ 夏 美 奥野字猪熊

中内 琴葉 （ことは） 女 英 雄 ・ 文 奥野字原

渡辺 海斗 （かいと） 男 潤 ・ 純 子 笠木字西野

溝口 愛梨 （あいり） 女 貴 洋 ・ 景 子 勝瑞

三木 克己 （かつみ） 男 秀 則 ・ 奈緒美 奥野字猪熊

岸 陽花 （はるか） 女 勇 人 ・ 祐 加 奥野字原

遠藤 武 （たける） 男 悟 ・ 美 幸 奥野字矢上前

新居 栞 （しおり） 女 大 輔 ・ 美 紀 富吉字須崎

佐藤 健心 （けんしん） 男 孝 二 ・ 美都江 徳命字前須東

堀越 快 （か い） 男 徹 ・ 秋 住吉字神蔵

渡邉 瞬 （しゅん） 男 裕 文 ・ 志津加 徳命字名田

おお詫詫びびとと訂訂正正
広報あいずみ１０月１５日号の「こんにちは

赤ちゃん」でご紹介させていただきました
赤ちゃんの氏名に誤りがありました。
「森影 渚」ちゃんと掲載していましたが、
正しくは「森景 渚」ちゃんです。お詫び
して訂正いたします。

内 容

健康チェック
健康の話・カラオケ

健康チェック
ペタンク

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
健康の話

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

健康チェック
楽しく筋力アップ体操

場 所

乙瀬老人憩の家

奥野老人憩の家

乙瀬老人憩の家

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

東部老人憩の家

富吉老人憩の家

時 間

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

午後１時３０分～３時

曜日

月

月

水

水

金

月

水

開催日

１１月１７日

１１月１７日

１１月１９日

１１月１９日

１１月２１日

１２月１日

１２月３日

★

★
１１００月月
★

★

★

１１ №７７３■ 広報あいずみ



西條北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ
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平
成
１６
年
の
ポ
イ
捨
て
条
例
施
行
以
降
、
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
員
に
よ
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
１０
月
の
毎
週

火
・
木
曜
日
に
徳
島
自
動
車

道
の
測
道
周
辺
を
東
中
富
か

ら
新
居
須
ま
で
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
少
し

で
も
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

環環
境境
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
がが

ポポ
イイ
捨捨
てて
・・
犬犬
のの
ふふ
んん
害害
防防
止止
呼呼
びび
かか
けけ

ススススススススス
ポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツ
ののののののののの
秋秋秋秋秋秋秋秋秋
みみみみみみみみみ
んんんんんんんんん
ななななななななな
ででででででででで
楽楽楽楽楽楽楽楽楽
ししししししししし
くくくくくくくくく
体体体体体体体体体
ををををををををを
動動動動動動動動動
かかかかかかかかか
ししししししししし
ままままままままま
ししししししししし
たたたたたたたたた

１０
月
２６
日
、
今
年
で
２
回
目
と
な
る
あ
い
ず
み
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
少
し
肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
家
族
連
れ
な
ど
約
１
０
０
０
人
の
方
が
参
加
し

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
、
子
ど
も
を
狙
う
犯

罪
の
増
加
な
ど
が
原
因
で
、

子
ど
も
た
ち
の
外
遊
び
が
減

少
し
体
力
低
下
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
人
の

方
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ

る
方
が
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

心
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

増田クリニック
じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック TEL：０８８‐６９３‐３０２０

藍住町役場東５００m
診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

インフルエンザ予防接種を行っています。TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）
●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・

ペインクリニック内科
マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

●携帯電話 インターネットから順番予約
get１０５２＠paa.jp へ空メール

藍 住 町 青 色 申 告 会 々 員

不 動 産 賃 貸 業 ・ 農 業 経 営

住 所：藍住町奥野字和田６３番地１

携帯電話：０９０－８９７２－６６７４

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

確確 認認 先先

掲載ページ

２ページ

３ページ

４ページ

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届け
しています。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅があり
ましたら企画調整課（�６３７・３１２４）までお知
らせください。

エーアイ
テレビの放送

○

○

○

ＨＰの掲載

○

○

○

担当課へのお問い合わせ
電話番号
６３７・３１１７

６３７・３１２８

６９２・８６５８

担 当 課
税 務 課

教育委員会

保健センター

記 事 名

個人住民税の特別徴収

平成２１年度幼稚園入園児募集

インフルエンザ予防接種

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診療時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

広報あいずみ 毎月１５日新聞折り込みで
ＡＩテレビ 静止画放送
町政だより 毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ URL http : //www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広報あいずみ■ №７７３１２


